
様式第５号（教育実習実施計画に関する書類） 

教 育 実 習 等 実 施 計 画 

１ 教育実習等の内容及び成績評価等 

① 教育実習等の時期

＜養護実習＞3 年次 10 月～11 月

② 教育実習等の実習期間・総時間数

小学校もしくは中学校 3 週間（15 日間）・120 時間

③ 実習校の確保の方法

大学が指定する学校の中から、実習生が希望する実習校を選び内諾を得る。

④ 実習内容

養護実習については、おおよそ以下の内容について、「学校教育全般の理解」「養護実践の観察・参加」

「実習」という段階を踏んで行う。また、校種や規模など学校の実情や実習時期等により、養護実習で

経験できる活動は、実習生によって異なること、年間を通じて行う養護教諭の実践のごく一部である

ことを前提として共通理解の上、実施する。

1．学校教育の理解…学校教育の概要（教育目標・教育課程）などを講話や教育活動への参加により理

解を深める 
2．子どもの理解…学校・学年行事への参加、配当された学級での授業参観、学級での生徒指導への参

加、保健室を中心とした養護教諭の活動を通じて理解を深める 
3．養護教諭の活動 

○健康観察（クラスで実施する様子の観察、保健室で全校の健康状況の把握・対応）

○救急処置（救急体制や救急処置方針、慢性疾患や配慮の必要な児童の健康管理等の理解、保健室

にて養護教諭が行う対応の観察・参加、来室者への実際の対応） 
○環境衛生（日常おこなわれている環境衛生活動への理解、校内巡視、環境点検や安全点検の実

施） 
○保健教育（指導教員の指導のもと、保健教育の授業の実施、保健だより・掲示物の作成）

○健康診断（学期ごとに行う身体測定、視力検査などの実施と事後措置）

○保健室経営（保健室経営方針の理解、設備・備品の管理・使用方法の理解と把握、保健室環境の

整備、保健室利用状況の把握など）

⑤ 実習生に対する指導の方法

養護実習期間中は、学部教員が分担して実習状況を実習校に定期的に確認する。本学保育・教職支援

課を窓口として、実習先の学校と連携し、適宜協議・共通理解できる体制を整える。実習校へ巡回指導を

行い、その際に学生の指導や研究授業の参観等を行ったり、学生からの相談や実習校からの問い合わせ

等に対応したりする。 
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⑥ 実習の成績評価（評価の基準及び方法）

※ 評価項目表、評価シート等がある場合は、本計画書に添付すること。

養護実習の成績評価については、大学が定めた評価規準に基づいて実習校が行う評価と学校訪問で巡回

指導中に実習校から聞き取った内容や実習生の様子・態度、実習記録の記述等により、総合的に評価を

実施する。 

２ 事前及び事後の指導の内容等 

① 時期及び時間数

事前指導：3 年次 8 月～9 月・20 時間

事後指導：3 年次 12 月～翌年 1 月・10 時間

② 内容（具体的な指導項目）

＜事前指導＞

・養護実習の意義や目的、内容などの概要

・実習の心得（基本的な態度、児童生徒の指導について、勤務上の注意など）

・養護実践のプロセスと実習における学びのポイント

・養護実習に向けた自己の目標設定

・保健教育・救急処置を中心に、これまで大学で学んだ養護教諭に関する基礎的な知識・技術の確認

・養護実習にむけた具体的な準備（掲示物・指導案・保健だよりの作成、模擬授業実践、挨拶練習、教材

作成のための資料収集）

・その他、事務的な手続きに関する事項について

＜事後指導＞

・養護実習における学びのふりかえり（自己の成果と課題の明確化）

・養護実習報告会の計画・準備・運営・評価

③ 教育実習等におけるハラスメントの防止等に関する学生への指導（相談窓口の周知を含む）及び学内

の相談体制等について

1．事前指導

事前指導の指導内容である実習の心得の中で、以下の事項について留意して指導を行う。

○児童・生徒の指導上の立場から

「教育職員等による児童生徒性暴力等の防止等に関する法律」及びこれに基づく「教育職員等による児

童生徒性暴力等の防止等に関する基本的な指針」の内容について周知するとともに、学生は絶対に加害

者にならないよう指導に留意すること、被害の相談を受けた場合は傍観者にならないこと等について、

十分に指導を行う。

○実習生としての立場から

万一、実習期間中に学生が被害を受けるなどした場合、直ちに相談できる窓口や連絡体制があること、

また、相談内容や状況に応じ大学等として適切な対応を行うことを周知する。 
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2．学内の相談体制等について 
実習期間中は、実習担当教員、学部教員が協力して、学生の状況を適宜適切に把握するように努め、学

生が何でも気軽に相談できる体制をつくる。実習担当教員を窓口に、学生本人・学部教員からの相談を

通じて、学校現場で学生が被害を受けた、もしくは実習校の教員による児童・生徒への加害等を把握し

た場合、速やかに保育・教職課程委員会に報告し、当該実習校を所管する教育委員会、実習校の管理職

等、関係機関・組織と連携をとって対応する。実習校から学生による児童生徒への加害を把握した場合

についても、速やかに状況を把握するとともに、保育教職課程委員会、所管する教育委員会、実習校と連

携をとり、適切な対応を行う。 

３ 教育実習に関して連絡調整等を行う委員会・協議会等（以下「委員会等」という。） 
① 大学内の各学部・学科等との連絡調整を行う委員会等

・ 委員会等の名称

保育・教職課程委員会

・ 委員会等の構成員（役職・人数など）

保育・教職支援部長、教務部長、保育・教職支援課長、教務課長、保育士資格・教職課程を持つ専

攻、学科から課程ごとに教員各 1 人以上・20 人

・ 委員会等の運営方法

年 6 回程度開催する。教職課程に関わる事項の審議を行う。

（具体的な運営方法）

作業部会として「中等教職課程部会」（中・高・養護）と「初等教職課程部会」（幼・小・特支） 
を設けることができる。議事内容によっては、大学院・大学・短大ごとに分かれる部会等、より 
細分化された部会を設ける。 

（検討される議事） 
（1）保育士資格・教職課程の編成に係る基本方針に関する事項

（2）児童福祉法・教育職員免許法に係る課程認定申請に関する事項

（3）実習に関する事項

（4）介護等体験に関する事項

（5）保育・教職実践演習に関する事項

（6）教育委員会等との連携，協力に関する事項

（7）保育士・教職等専門就職に関する事項

（8）保育・教職支援部の運営に関する事項

（9）その他保育士資格・教職課程に関する事
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【委員会の組織図】 

② 大学外の関係機関（例：都道府県及び市区町村教育委員会など）との連絡調整等を行う委員会等

（※学校体験活動を含む場合は、大学と学校との連携体制についても記載すること。）

・委員会等の名称

岡山市教育実習連絡協議会 
・委員会等の構成員（役職・人数など）

岡山市教育委員会、岡山市内の大学・短期大学等の教職課程担当者、岡山市内の学校・園の代表者

（校長会・教頭会・園長会）） 
・委員会等の運営方法

岡山市教育委員会及び岡山大学が中心となり、実習学校・園との連絡調整、実習に関する反省会・意

見交換会が開催されている。 
【委員会の組織図】 

岡山市教育実習連絡協議会

岡山市教育委員会 岡山市内の大学・短期大
学等の教職課程担当者

岡山市内の学校・園
の代表者（校長会・
教頭会・園長会）
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４ 教育実習の受講資格 

3．上記すべてを満たした上で、登録申請を行った者に、受講を許可する。 

５ 実習校 
教育 
実習

体験 
活動 

学校数の合計 小学校 42 校、中学校 24 校 

〇 × 学校名 就実小学校（岡山県岡山市中区西川原一丁目６番１号） 学級数：12 児童数：313 人 

教員数 29 人 （内訳）教諭 14 人、 講師 12 人、 非常勤講師 2 人、 養護教諭 1 人 

〇 × 学校名 就実中学校（岡山県岡山市北区弓之町 14-23） 学級数：12 生徒数：350 人 

教員数 24 人 （内訳）教諭 10 人、 講師 9 人、 非常勤講師 4 人、 養護教諭 1 人 

〇 × 教育委員会名 岡山市教育委員会 小学校：9 校 中学校：5 校 

〇 × 教育委員会名 倉敷市教育委員会 小学校：19 校 中学校：11 校 

〇 × 教育委員会名 笠岡市教育委員会 小学校：9 校 中学校：6 校 

〇 × 教育委員会名 矢掛町教育委員会 小学校：4 校 中学校：1 校 

1．3 年次開始時点で、以下に掲げる科目を修得済みであること。 

「教育学概論」「教職論」「教育心理学（教育・学校心理学）」「発達心理学」「特別ニーズ教育総論」

「教育課程論」「道徳の指導法」「教育相談」「心理学概論」「ボランティア体験Ⅰ」「衛生学（予防医

学を含む。）」「学校保健」「養護学概論」「養護活動論Ⅰ」「栄養学（食品学を含む。）」「人体の構造と機

能１（人体の構造と機能及び疾病Ⅰ）」「人体の構造と機能２」「微生物学」「免疫学」「精神保健」「看

護学」「看護学演習」「小児保健」「小児疾病論 1（人体の構造と機能及び疾病Ⅱ）」  
2．3 年次開始時点の修得総単位数が 80 単位以上であること。 
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学校名 住所 受入人数
1 就実中学校 岡山市北区弓之町14-23 5

2 就実小学校 岡山市中区西川原1-6-1 5

3 岡山市立御野小学校 岡山市北区中井町1-6-34 3

4 岡山市立岡山中央小学校 岡山市北区弓之町9-27 3

5 岡山市立高島小学校 岡山市中区国府市場131 3

6 岡山市立竜之口小学校 岡山市中区四御神266 3

7 岡山市立幡多小学校 岡山市中区高屋254 3

8 岡山市立三勲小学校 岡山市中区徳吉町1-1-21 3

9 岡山市立財田小学校 岡山市中区⾧岡58-2 2

10 岡山市立宇野小学校 岡山市中区原尾島1-9-1 3

11 岡山市立旭竜小学校 岡山市中区八幡8-1 2

12 岡山市立岡山中央中学校 岡山市北区蕃山町6-10 3

13 岡山市立岡山後楽館中学校 岡山市北区南方1-3-15 3

14 岡山市立竜操中学校 岡山市中区赤田188-1 3

15 岡山市立操山中学校 岡山市中区国富3-11-1 3

16 岡山市立高島中学校 岡山市中区賞田190-1 3

17 倉敷市立倉敷東小学校 倉敷市鶴形2-6-10 1

18 倉敷市立倉敷西小学校 倉敷市中央1-21-1 1

19 倉敷市立老松小学校 倉敷市老松町4-10-1 1

20 倉敷市立万寿小学校 倉敷市浜町2-3-1 1

21 倉敷市立万寿東小学校 倉敷市福島410 1

22 倉敷市立大高小学校 倉敷市堀南621 1

23 倉敷市立葦高小学校 倉敷市笹沖145-1 1

24 倉敷市立倉敷南小学校 倉敷市東富井1005-10 1

25 倉敷市立中洲小学校 倉敷市水江1594-1 1

26 倉敷市立中島小学校 倉敷市中島909-3 1

27 倉敷市立中庄小学校 倉敷市中庄2599 1

28 倉敷市立茶屋町小学校 倉敷市茶屋町早沖445 1

29 倉敷市立西阿知小学校 倉敷市西阿知町西原1003 1

30 倉敷市立上成小学校 倉敷市玉島乙島6191 1

31 倉敷市立乙島東小学校 倉敷市玉島乙島7471 1

32 倉敷市立柏島小学校 倉敷市玉島柏島2751-1 1

33 倉敷市立⾧尾小学校 倉敷市玉島⾧尾3086 1

34 倉敷市立富田小学校 倉敷市玉島八島1774 1

35 倉敷市立川辺小学校 倉敷市真備町川辺720 1

36 倉敷市立東中学校 倉敷市平田155-100 1

37 倉敷市立西中学校 倉敷市日吉町205 1

38 倉敷市立南中学校 倉敷市西富井1387 1

39 倉敷市立北中学校 倉敷市中庄505 1

40 倉敷市立多津美中学校 倉敷市有城986 1

41 倉敷市立新田中学校 倉敷市新田2674-3 1

42 倉敷市立東陽中学校 倉敷市高須賀315 1
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43 倉敷市立庄中学校 倉敷市上東812 1

44 倉敷市立児島中学校 倉敷市児島小川4-7-34 1

45 倉敷市立玉島東中学校 倉敷市玉島2-21-1 1

46 倉敷市立玉島北中学校 倉敷市玉島八島1529-1 1

47 笠岡市立笠岡小学校 笠岡市笠岡1870 1

48 笠岡市立中央小学校 笠岡市八番町1-3 1

49 笠岡市立金浦小学校 笠岡市吉浜2214-3 1

50 笠岡市立城見小学校 笠岡市用之江2185 1

51 笠岡市立大井小学校 笠岡市東大戸410-2 1

52 笠岡市立吉田小学校 笠岡市吉田2383-1 1

53 笠岡市立神内小学校 笠岡市神島3984 1

54 笠岡市立大島小学校 笠岡市西大島3935 1

55 笠岡市立北川小学校 笠岡市走出4102-1 1

56 笠岡市立笠岡東中学校 笠岡市西大島新田15-3 1

57 笠岡市立笠岡西中学校 笠岡市笠岡3797 1

58 笠岡市立金浦中学校 笠岡市吉浜1830-2 1

59 笠岡市立新吉中学校 笠岡市山口3341 1

60 笠岡市立大島中学校 笠岡市大島中7291-1 1

61 笠岡市立神島外中学校 笠岡市神島外浦1555 1

62 矢掛町立矢掛小学校 小田郡矢掛町矢掛3000-1 1

63 矢掛町立三谷小学校 小田郡矢掛町東三成1423 1

64 矢掛町立山田小学校 小田郡矢掛町里山田2430 1

65 矢掛町立川面小学校 小田郡矢掛町西川面1380-1 1

66 矢掛町立矢掛中学校 小田郡矢掛町矢掛2957 1

合計 100
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